
原市場聖書教会

週　　報

2023.1.1

NO.926

15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　１月　１日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多志依姉　
　　　受付 ： 本多祐子姉　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 志 依 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 満たして下さる方」

聖歌３６１番「 にいどしのあさ」

へブル１３章８節～１６節

「 私たちが忘れてはならないこと」

聖歌３９２番「 神はひとり子を」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

へブル１３章８節～１６節
8, イエス・キリストは、昨日も今日も、とこしえに変わることがありません。

9, 様々な異なった教えによって迷わされてはいけません。 食物の規定

によらず、 恵みによって心を強くするのは良いことです。 食物の規定に

したがって歩んでいる者たちは、 益を得ませんでした。

10, 私たちには一つの祭壇があります。 幕屋で仕えている者たちには、

この祭壇から食べる権利がありません。

11, 動物の血は、 罪のきよめのささげ物として、 大祭司によって聖所の

中に持って行かれますが、 からだは宿営の外で焼かれるのです。

12, それでイエスも、 ご自分の血によって民を聖なるものとするために、

門の外で苦しみを受けられました。

13, ですから私たちは、 イエスの辱めを身に負い、 宿営の外に出て、 み

もとに行こうではありませんか。

14, 私たちは、 いつまでも続く都をこの地上に持っているのではなく、

むしろ来たるべき都を求めているのです。

15, それなら、 私たちはイエスを通して、 賛美のいけにえ、 御名をたた

える唇の果実を、 絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、 分かち合うことを忘れてはいけません。 そのよう

ないけにえを、 神は喜ばれるのです。

「私たちが忘れてはならないこと」 
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今週のワーシップ賛美
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作詞・作曲　北村聖慈
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2022 年 12 月 28 日御言葉

コロサイ 3:12-14

12, ですから、 あなたがたは神に選ばれた者、 聖なる者、 愛されている者として、 深い

慈愛の心、 親切、 謙遜、 柔和、 寛容を着なさい。

13, 互いに忍耐し合い、 だれかがほかの人に不満を抱いたとしても、 互いに赦し合いな

さい。 主があなたがたを赦してくださったように、 あなたがたもそうしなさい。

14, そして、 これらすべての上に、 愛を着けなさい。 愛は結びの帯として完全です。 "

コロサイ人への手紙　3 章 12 ～ 14 節

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用

●さばくは、「裁く」と漢字で書きます。 裁くの反対は？それは、「励ます」と言います。 「裁」

の意味は、 辞書で調べると、 （物事をうまく分ける、 処理する。 さばく） という意味が

あると出てきます。

・聖書には人は本来 「愛によって結ばれつながりあって成長する」 とあります。 しかし、「裁

く」 となると、 人と人とのつながりを切り離し分けてしまう事になるのです。

しかし、その反対の言葉である 「励ます」 は、「万の力」 と書きます。 人を励ますことは、

万の力になるのです。 ですから私たちは、 せっかく神様が与えてくださった一人一人の

賜物を （裁き） 分けてしまうのではなく、 万の力を得るために互いに 「励ます」 ことが

大きな力になるのです。 また互いに益になるのです。

ですから、 お互い持っている違う賜物を裁く （分けてしまう） のはもったいないのです。

私たちは、 互いに神様に愛されて造られた者として、 愛し合う者でありたいです。 裁く

人になるのではなく、励ます人になりたいものです。 励ますこと、励まされることは 「カッ

コ悪い、 根性がない」 ではなく、 励ましは 「万の力」 になるのです。

私たちは、 造り主である神様にそれぞれタイプが違う人間としてつくられました。 元の

材料は一緒です。 人それぞれの違いには、 神様のご計画があるのです。 私たち人間は、

作り主なる神様から見ればひとりひとり大切な命なのです。

しかし、 時にとんでもない悪がその人の間に入り込むことがあります。 それを裁くこと、

分けることができる主権は、 神様にあるのです。 自分だけの怒りの感情などで判断す

るのではなく、 深呼吸し、 御言葉に聞き、 神様の基準で判断していただく者でありたい

です。

それでは今日も一日、 互いに裁き合い、 力を弱らせるのではなく、 自分から率先して人

を励まし、 助け合って、 小さな力を活かしあって歩む者でありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁-6-



　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12月28日（水)

 12月25日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　お休みでした。

礼　　　　　拝    4+0 人    5+3 人  10+3人  25（19+6）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（1月８日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： マタイ１２章３３節～３７節

説　　教 ： 「心に満ちていることは隠せない」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「主イエスの十字架の血で」

　　　　　　　　聖歌３３８、 聖歌５８８、 教会福音讃美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多祐子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺恵姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
1月 8日 (日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈り会　お休みです。1月 4日 (水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●あけましておめでとうございます。 　２０２３年もよろしくお願いいたします。

　新しい一年も皆様に神様の豊かな祝福があるようお祈りしています。

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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